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平
素
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ア
グ
ロ
カ
ネ
シ
ョ

ウ
株
式
会
社
の
栗
木
淳
寛（
あ
つ

ひ
ろ
）
と
申
し
ま
す
。
２
０
２
２

年
に
新
卒
入
社
し
、
同
年
10
月
よ

り
長
野
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま

だ
お
会
い
で
き
て
い
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
は
福

岡
県
の
出
身
で
す
。
福
岡
と
い

え
ば
ラ
ー
メ
ン
や
も
つ
鍋
、
う
ど

ん
と
い
っ
た
グ
ル
メ
が
人
気
で
す

が
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
私
も
細
く

か
た
い
麺
の
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
と
甘

い
脂
が
出
た
も
つ
鍋
、「
う
ろ
ん
」

と
も
呼
ば
れ
る
柔
ら
か
く
コ
シ
の

な
い
う
ど
ん
が
好
み
で
す
。
農
業

場
面
で
は
、
地
元
久
留
米
市
は
植

木
・
苗
木
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

現
在
は
２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関

西
万
博
に
整
備
さ
れ
る
「
静
け
さ

の
森
」
の
植
栽
工
事
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
模
様
で

す
。
ま
た
果
樹
で
は
長
野
に
は
到

底
及
び
ま
せ
ん
が
、
巨
峰
や
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し

た
ぶ
ど
う
や
、
富
有
柿
や
太
秋
な

ど
の
柿
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
農
園
が
多
く
、
シ
ー
ズ
ン
中

に
は
ぶ
ど
う
、
柿
、
み
か
ん
、
無
花

果
狩
り
に
沢
山
の
方
が
訪
れ
ま

す
。
昨
年
７
月
に
豪
雨
に
よ
る
大

水
害
に
見
舞
わ
れ
、
作
付
け
で
き

な
く
な
っ
た
農
地
も
あ
る
よ
う
で

胸
が
痛
み
ま
す
が
、
次
第
に
復
旧

し
て
い
る
様
で
す
。

趣
味
は
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

夏
場
は
草
野
球
や
ゴ
ル
フ
、
冬
に

は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。
特
に
私
は
こ
れ
ま
で
広

島
の
ス
キ
ー
場
し
か
味
わ
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
、
長
野
の
雪

質
に
魅
了
さ
れ
て
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

に
熱
中
し
て
い
ま
す
。
昨
シ
ー
ズ

ン
は
志
賀
高
原
や
白
馬
な
ど
の
ス

キ
ー
場
を
度
々
訪
れ
、
滑
走
距
離

は
ち
ょ
う
ど
地
元
福
岡
と
長
野
と

を
結
ぶ
距
離
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
に
赴
任
し
て
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
長
野
は
た
く
さ
ん
の

魅
力
が
あ
る
県
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
一
つ
目
は
、
美
味
し
い
食
べ

物
で
す
。
や
は
り
り
ん
ご
は
格
別

で
、
シ
ャ
リ
感
あ
る
食
感
が
と
て

も
好
み
で
す
。
九
州
で
は
一
般
的

に
柔
ら
か
い
リ
ン
ゴ
が
出
回
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、り
ん
ご
が「
ボ
ケ

る
」
と
い
う
表
現
も
こ
ち
ら
に
来

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
レ
タ
ス
や

セ
ル
リ
ー
な
ど
の
高
原
野
菜
も
美

味
し
く
、
贅
沢
を
感
じ
ま
す
。
他

に
も
、
お
米
や
日
本
酒
の
お
い
し

さ
に
も
驚
き
ま
し
た
。
過
去
に
ス

キ
ー
場
近
く
の
宿
に
宿
泊
し
た
際

に
は
、
お
米
が
美
味
し
く
何
度
も

お
代
わ
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
ま
た
各
地
方
の
酒
蔵
で
こ

だ
わ
っ
て
作
ら
れ
た
特
有
の
日
本

酒
も
美
味
し
く
嗜
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
長
野
県
の
自
然
豊
か

な
絶
景
も
魅
力
的
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
塩
尻
市
の
高
ボ
ッ
チ
高
原

や
高
山
村
の
名
勝

雷
滝
、松
川
渓

谷
な
ど
を
ド
ラ
イ
ブ
で
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
上
高
地
や
御
射

鹿
池
な
ど
有
名
な
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
訪
れ
て

み
た
い
で
す
。
他
に
も
良
い
ス
ポ

ッ
ト
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

長
野
県
は
果
樹
、葉
菜
、花
き
な

ど
複
数
の
品
目
で
生
産
量
が
多

く
、
私
は
そ
の
よ
う
な
長
野
県
で

農
業
の
発
展
に
携
わ
れ
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

栽
培
や
農
薬
に
つ
い
て
知
識
が
浅

い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
栽
培
、
農

薬
、
生
産
者
の
方
の
気
持
ち
や
考

え
方
な
ど
広
く
感
じ
取
り
学
び
、

い
ち
早
く
生
産
現
場
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
も

バ
ス
ア
ミ
ド
や
ヨ
ー
バ
ル
、
ク
プ

ロ
シ
ー
ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る
弊

社
商
品
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
一
層
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
変
わ
ら

ぬ
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

２
０
２
２
年
４
月
入
社

　
結
城

事
業
所
勤
務

２
０
２
２
年
10
月
か
ら
長
野
勤

務

令
和
６
年
版
農
作
物
病
害
虫
・

雑
草
防
除
基
準
の
野
菜
・
花
き
に

関
す
る
主
な
改
正
点
を
解
説
す
る
。

Ⅰ
　
野
菜
類
に
関
す
る
主
な
改
正

点
１
　
令
和
６
年
版
に
新
た
に
追
加

さ
れ
た
農
薬

ア
　
推
奨
農
薬
と
し
て
追
加
さ
れ

た
農
薬

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤（
ね
ぎ
）、

カ
ス
ミ
ン
バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤（
キ

ャ
ベ
ツ
）、
カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン
・

銅
水
和
剤〈
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド

ー
＊
・
カ
ッ
パ
ー
シ
ン
水
和
剤
〉

（
ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ
ト
）、ス
ワ
ル

ス
キ
ー
カ
ブ
リ
ダ
ニ
製
剤〈
ス
ワ

ル
ス
キ
ー
プ
ラ
ス
Ｕ
Ｍ
、
ス
ワ
ル

バ
ン
カ
ー
ロ
ン
グ
〉（
い
ち
ご
）、

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０（
せ
ん
ぶ

り
）、
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ（
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
）、ネ
ク
ス
タ
―

フ
ロ
ア
ブ
ル

（
は
く
さ
い
）、
ブ
ロ
フ
レ
ア
Ｓ
Ｃ

（
は
く
さ
い
）、
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和

剤（
せ
ん
ぶ
り
）、
マ
ス
タ
ピ
ー
ス

水
和
剤（
ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ
ト
）、

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル（
キ
ャ
ベ

ツ
）。

＊
カ
ス
ミ
ン
ボ
ル
ド
ー
（
ト
マ

ト
）は
、推
奨
農
薬
と
し
て
掲
載
さ

れ
た
た
め
参
考
農
薬
か
ら
削
除
さ

れ
た
。

イ
　
参
考
農
薬
と
し
て
追
加
さ
れ

た
農
薬

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
ね
ぎ
）、
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和

剤（
た
ま
ね
ぎ
）、
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０（
ね
ぎ
、な
が
い
も
＊
＊
）。

＊
＊
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０（
な

が
い
も
）は
、「
炭
疽
病
」対
象
で
推

奨
農
薬
と
し
て
既
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、「
葉
渋
病
」
対
象
と
し
て

新
た
に
参
考
農
薬
と
し
て
掲
載
さ

れ
た
。

２
　
令
和
６
年
版
か
ら
削
除
さ
れ

た
農
薬

ア
　
登
録
失
効
ま
た
は
製
造
中
止

に
伴
い
防
除
基
準
か
ら
削
除
さ

れ
た
農
薬

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
粒
剤（
ピ
ー

マ
ン
）、
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
水
和
剤

（
な
す
、ピ
ー
マ
ン
、す
い
か
、メ
ロ

ン
）、マ
ラ
バ
ッ
サ
乳
剤（
な
す
、ピ

ー
マ
ン
、
き
ゅ
う
り
、
メ
ロ
ン
、
す

い
か
）、バ
イ
オ
キ
ー
パ
ー
水
和
剤

（
野
菜
類
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、は
く
さ

い
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
の
ざ
わ
な
、

レ
タ
ス
、非
結
球
レ
タ
ス
、セ
ル
リ

ー
、パ
セ
リ
、だ
い
こ
ん
）、べ
ジ
キ

ー
パ
ー
水
和
剤（
キ
ャ
ベ
ツ
、ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
、
は
く
さ
い
、
レ
タ
ス
、

非
結
球
レ
タ
ス
）。

３
　
令
和
６
年
版
か
ら
記
述
内
容

が
一
部
変
更
さ
れ
た
農
薬

ア
　
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル

登
録
内
容
の
変
更
に
伴
い
、
備

考
欄
に「
は
な
や
さ
い
類
」を
追
加

（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）。

イ
　
グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤

使
用
方
法
に「
株
元
潅
注
」を
追

加
。

ウ
　
セ
イ
ビ
ア
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
20

登
録
内
容
の
変
更
に
伴
い
、
使

用
時
期
を「
収
穫
前
日
ま
で
」に
変

更（
キ
ャ
ベ
ツ
）。

エ
　
ゼ
ン
タ
ー
リ
顆
粒
水
和
剤

登
録
内
容
の
変
更
に
伴
い
、
備

考
欄
の「
野
菜
類（
は
く
さ
い
）
を

除
く
」
を
削
除（
キ
ャ
ベ
ツ
）。
ま

た
、「
野
菜
類
、ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ

ト
、カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
こ
ま
つ
な
」

の
備
考
欄「
野
菜
類（
は
く
さ
い
）

を
除
く
」を「
野
菜
類（
は
く
さ
い
、

キ
ャ
ベ
ツ
）を
除
く
」に
変
更
。

Ⅱ
　
花
き
類
に
関
す
る
主
な
改
正

点
１
　
令
和
６
年
版
に
新
た
に
追
加

さ
れ
た
農
薬

該
当
な
し
。

２
　
登
録
失
効
に
伴
い
令
和
６
年

版
か
ら
削
除
さ
れ
た
農
薬

ス
プ
ラ
サ
イ
ド
水
和
剤（
プ
リ

ム
ラ
）。

３
　
令
和
６
年
版
か
ら
参
考
農
薬

と
な
っ
た
農
薬

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０（
り
ん

ど
う
）、
ベ
フ
ラ
ン
液
剤
25（
り
ん

ど
う
）。

Ⅲ
　
除
草
剤
に
関
す
る
主
な
改
正

点
１
　
登
録
失
効
と
な
っ
た
め
、
防

除
基
準
か
ら
削
除
さ
れ
た
農
薬

ア
　
デ
ュ
ア
ー
ル
乳
剤（
か
ぶ
）、

コ
ダ
ー
ル
水
和
剤（
に
ん
じ

ん
）

な
お
、
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ

て
は
、
最
新
の
登
録
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
希
釈
倍
率
等
は
農
薬
使

用
基
準
を
確
認
す
る
。

■

随

筆

■

『
ア
グ
ロ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
の
栗
木
で
す
』

ア
グ
ロ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
株
式
会
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
東
支
店　

中
部
営
業
所　

栗
木
淳
寛

病
害
虫
防
除
所
　
中
南
信
担
当
　
主
任
　
嵯
峨
裕
之

病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
解
説

病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
解
説

野
菜
・
花
き

野
菜
・
花
き

りんご・かき・ブドウの病害に

コスカシバ・ブドウトラカミキリの特効薬

刺激が少なく使いやすい総合土壌くん蒸剤
除草、病害虫、センチュウ防除に

無機銅と硫黄の殺菌剤
ポジティブリストの対象外
ぶどうのベと病、晩腐病対策に
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◆
り
ん
ご
の
病
害

○
リ
ン
ゴ
黒
星
病

展
葉
期
か
ら
落
花
期
に
か
け

て
、
リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
重
点
防
除

時
期
と
な
る
。

展
葉
期
に
は
べ
フ
ラ
ン
液
剤
25

を
散
布
し
、
開
花
直
前
の
防
除
ま

で
期
間
が
空
く
場
合
に
は
、
ア
ン

ト
ラ
コ
ー
ル
顆
粒
水
和
剤
、
パ
ス

ポ
ー
ト
顆
粒
水
和
剤
を
追
加
で
散

布
す
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
顆
粒
水
和

剤
に
つ
い
て
は
、
散
布
時
期
が
遅

れ
る
と
果
実
の
サ
ビ
を
生
じ
る
場

合
が
あ
る
た
め
、
注
意
す
る
。
開

花
直
前
に
は
ミ
ギ
ワ
20
フ
ロ
ア
ブ

【
病
害
】

３
～
４
月
は
低
温
過
湿
条
件
を

好
む
病
害
が
発
生
し
や
す
く
、
凍

霜
害
等
に
よ
る
傷
口
が
発
生
を
助

長
す
る
。
各
種
病
害
の
発
生
や
天

候
を
注
視
し
た
栽
培
管
理
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
灰
色
か
び
病
】

本
病
害
はB

otrytis

（
ボ
ト

リ
チ
ス
）
属
菌
に
よ
る
糸
状
菌
病

害
で
あ
る
。
多
犯
性
（
多
く
の
植

物
に
感
染
す
る
）
病
害
の
た
め
、ト

マ
ト
や
イ
チ
ゴ
な
ど
果
菜
類
、
花

き
類
な
ど
の
施
設
栽
培
の
品
目
だ

け
で
な
く
、
露
地
葉
洋
菜
類
で
も

広
く
問
題
と
な
る
。
植
物
体
の
傷

口
や
老
化
葉
に
感
染
す
る
と
植
物

体
を
褐
色
水
浸
状
に
腐
敗
さ
せ
、

そ
の
後
灰
色
の
ビ
ロ
ー
ド
状
の
カ

ビ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
そ
の
病

名
が
つ
い
て
い
る
。

病
原
菌
は
、
枯
死
し
た
植
物
体

や
雑
草
、
コ
ケ
な
ど
を
住
み
か
と

し
て
、
ほ
場
や
ハ
ウ
ス
内
で
残
存

し
て
い
る
も
の
が
一
次
伝
染
源
と

な
る
。
そ
の
後
、
多
湿
条
件
下
で

胞
子
を
多
量
に
形
成
・
飛
散
さ

せ
、
感
染
を
広
げ
て
い
く
。
植
物

体
の
風
通
し
の
悪
い
部
分（
果
実

の
裏
側
や
露
地
野
菜
の
地
際
部
）

を
好
む
た
め
、
発
病
に
気
づ
く
の

が
遅
れ
や
す
い
。
こ
の
た
め
、
対

策
に
あ
た
っ
て
は
予
防
的
な
取
り

組
み
が
重
要
と
な
る
。
過
湿
条
件

が
長
時
間
続
か
な
い
よ
う
、
施
設

栽
培
で
は
過
度
な
灌
水
を
控
え
、

定
期
的
な
換
気
に
努
め
る
。
露
地

ほ
場
で
は
土
壌
の
排
水
改
善
を
行

う
。
ま
た
、
他
県
で
は
薬
剤
の
連

用
に
よ
る
耐
性
菌
が
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
、
薬
剤
散
布
に
あ
た
っ

て
は
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
を
参
考

に
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
を
実

施
す
る
。

【
菌
核
病
】

本
病
害
はSclerotinia

（
ス

ク
レ
ロ
テ
ィ
ニ
ア
）
属
菌
に
よ
る

糸
状
菌
病
害
で
、
こ
ち
ら
も
多
犯

性
の
病
害
で
あ
る
た
め
、
多
く
の

作
物
で
問
題
と
な
る
。
病
徴
は
、

感
染
部
位
に
白
色
の
菌
糸
を
形
成

し
、病
徴
が
進
行
し
た
部
位
で
は
、

黒
褐
色
粒
で
ネ
ズ
ミ
の
糞
状
の
菌

核
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
菌
核
は

土
壌
中
に
残
存
し
、
翌
年
の
発
生

源
に
な
る
。
菌
核
の
発
芽
に
は
湿

潤
条
件
で
、
４
℃
で
１
か
月
程
度

の
期
間
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
晩
冬
～
春
先
の
低
温
が

引
き
金
と
な
り
、
そ
の
後
の
緩
や

か
な
温
度
上
昇
に
従
っ
て
発
生
が

増
加
す
る
病
害
で
あ
る
。
春
先
は

他
の
高
温
性
の
病
害
の
発
生
が
少

な
い
時
期
で
あ
り
、
防
除
の
意
識

が
や
や
低
下
し
や
す
い
時
期
で
あ

る
。
ま
た
、
露
地
作
物
の
場
合
に

は
凍
霜
害
の
対
策
と
し
て
被
覆
資

材
を
使
用
す
る
た
め
、
薬
剤
が
か

か
り
に
く
い
。
こ
の
た
め
、
対
策

に
あ
た
っ
て
は
予
防
的
な
薬
剤
散

布
を
基
本
と
し
、
露
地
の
品
目
で

は
、
苗
灌
注
処
理
剤
の
使
用
等
を

活
用
す
る
。耕
種
的
防
除
と
し
て
、

前
年
度
多
発
生
が
認
め
ら
れ
た
ほ

場
で
は
、
定
植
を
後
ろ
倒
し
す
る

な
ど
栽
培
時
期
を
変
更
す
る
。

な
お
、
同
じ
く
多
犯
性
の
菌
で

あ
るR

hizoctonia

（
リ
ゾ
ク

ト
ニ
ア
）
属
菌
や
灰
色
カ
ビ
病
も

菌
核
を
形
成
す
る
こ
と
か
ら
、
菌

核
の
確
認
＝
菌
核
病
で
は
な
い
こ

と
に
注
意
す
る
。
リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア

属
菌
の
菌
核
は
や
や
平
板
で
不
整

形
で
あ
り
、
灰
色
カ
ビ
病
菌
の
菌

核
は
微
小
菌
核
で
あ
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
病
徴
の
違
い
に
留
意
す

る
。

【
虫
害
】

◎
ハ
ダ
ニ
類

主
に
施
設
栽
培
で
問
題
と
な

る
。
冬
季
に
施
設
内
で
越
冬
し
て

い
た
個
体
や
、
育
苗
中
に
発
生
し

て
持
ち
込
ま
れ
た
個
体
が
、
施
設

内
の
温
度
上
昇
と
と
も
に
増
殖
す

る
。
３
月
定
植
の
夏
秋
ど
り
い
ち

ご
の
場
合
、
苗
で
持
ち
込
ん
だ
個

体
が
定
植
後
に
増
殖
し
、
４
月
上

中
旬
に
は
施
設
内
全
体
に
蔓
延
し

て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
も
起
こ
り

う
る
。
加
え
て
本
年
は
暖
冬
傾
向

で
あ
り
、
越
冬
個
体
も
多
い
可
能

性
が
あ
る
。

ハ
ダ
ニ
類
は
増
殖
力
が
強
い
た

め
発
生
初
期
の
防
除
が
肝
要
で
あ

る
。
栽
培
前
に
施
設
内
・
周
囲
の

環
境
整
備
等
、
耕
種
的
防
除
を
行

う
ほ
か
、
栽
培
開
始
後
に
は
葉
裏

を
中
心
に
ハ
ダ
ニ
類
の
有
無
を
確

認
し
、
生
息
が
確
認
さ
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
防
除
を
行
う
。

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

野
外
の
広
範
な
雑
草
で
増
殖

し
、
施
設
内
の
野
菜
や
、
定
植
後

の
露
地
野
菜
等
を
吸
汁
加
害
す

る
。
加
え
て
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
は

T
u
M

V

（
カ
ブ
モ
ザ
イ
ク
ウ
イ

ル
ス
）
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介

す
る
ほ
か
、
高
密
度
に
な
る
と
茎

葉
の
萎
凋
症
状
や
排
泄
物
に
由
来

す
る
汚
れ（
す
す
病
）が
発
生
す
る
。

葉

洋

菜

類

産

地

で

標

高

１
０
０
０
ｍ
以
下
の
準
高
冷
地
お

よ
び
平
坦
地
で
は
３
、
４
月
は
レ

タ
ス
、温
暖
地
で
は
ハ
ク
サ
イ（
春

播
き
ハ
ウ
ス
育
苗
）
の
定
植
と
な

る
。
育
苗
施
設
の
開
口
部
に
は
防

虫
ネ
ッ
ト（
０
・
８
㎜
以
下
）
を
展

張
し
、
有
翅
虫
の
侵
入
を
防
止
す

る
。
ま
た
、
雑
草
に
も
寄
生
す
る

た
め
、
施
設
内
の
雑
草
を
除
去
す

る
。
殺
虫
剤
の
セ
ル
ト
レ
イ
処
理

や
定
植
時
植
穴
処
理
に
よ
り
、
定

植
後
の
生
育
初
期
は
安
定
し
た
防

除
効
果
が
得
ら
れ
る
。

◎
コ
ナ
ガ

高
冷
地
で
は
５
月
以
降
に
発
生

が
増
加
す
る
が
、
標
高
８
０
０
ｍ

以
下
の
地
域
で
は
４
月
で
も
定
植

後
か
ら
幼
虫
の
食
害
が
み
ら
れ

る
。
育
苗
中
は
寒
冷
紗
や
防
虫
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
、成
虫
の
飛
来
、産

卵
を
防
止
す
る
。
な
お
、
一
般
的

に
べ
た
掛
け
よ
り
も
ト
ン
ネ
ル
掛

け
の
方
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
防
除
と
同
様

に
、
殺
虫
剤
の
セ
ル
ト
レ
イ
処
理

や
定
植
時
植
穴
処
理
が
有
効
で
あ

る
。
ジ
ア
ミ
ド
系
薬
剤
に
対
す
る

抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た

め
、薬
剤
の
選
定
に
注
意
す
る
。

◎
ネ
キ
リ
ム
シ
類

カ
ブ
ラ
ヤ
ガ
、
タ
マ
ナ
ヤ
ガ
等

の
幼
虫
の
総
称
で
あ
り
、
植
物
付

近
の
地
中
に
生
息
す
る
。
幼
虫
越

冬
を
す
る
た
め
、
春
の
比
較
的
早

い
時
期
か
ら
被
害
が
み
ら
れ
る
。

作
物
を
株
元
か
ら
噛
み
切
り
、
地

中
に
引
き
込
ん
で
摂
食
す
る
。
出

芽
後
ま
た
は
定
植
後
に
一
部
の
株

が
倒
れ
、
株
元
に
噛
み
切
ら
れ
た

よ
う
な
痕
が
あ
れ
ば
本
種
に
よ
る

食
害
の
可
能
性
が
高
い
。
被
害
株

が
あ
っ
た
場
合
は
周
辺
を
掘
り
幼

虫
を
捕
殺
す
る
ほ
か
、
株
周
辺
に

対
象
作
物
に
登
録
の
あ
る
ベ
イ
ト

剤
を
散
布
す
る
。
ま
た
、
耕
作
放

棄
地
や
雑
草
地
に
隣
接
し
た
圃
場

で
は
被
害
が
大
き
く
な
る
た
め
、

定
植
時
に
殺
虫
剤（
土
壌
処
理
剤

ま
た
は
苗
灌
注
剤
）を
使
用
す
る
。

ル
ま
た
は
ユ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和

剤
、
落
花
直
後
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
剤

を
散
布
す
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤

と
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
に
つ
い
て
は
、
耐
性

菌
が
確
認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
黒

星
病
防
除
と
し
て
は
使
用
し
な
い
。

○
リ
ン
ゴ
腐
ら
ん
病

本
病
は
薬
剤
散
布
の
み
で
は
対

策
が
困
難
で
あ
り
、
耕
種
的
防
除

な
ど
総
合
的
に
防
除
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

発
芽
前
の
防
除
は
、
せ
ん
定
後

の
傷
口
に
腐
ら
ん
病
菌
が
感
染
し

な
い
よ
う
に
す
る
効
果
が
主
と
な

る
。

大
き
い
傷
口
に
は
せ
ん
定
後
す

ぐ
に
塗
布
剤
を
塗
り
保
護
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
細
か
い
枝

す
べ
て
に
ペ
ー
ス
ト
塗
布
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
発
芽

前
防
除
を
実
施
す
る
こ
と
で
傷
口

を
保
護
で
き
る
。薬
剤
と
し
て
は
、

石
灰
硫
黄
合
剤
、
べ
フ
ラ
ン
液
剤

25
、ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
、ベ
ン

レ
ー
ト
水
和
剤
の
効
果
が
高
い
。

ま
た
、
発
芽
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
腐

ら
ん
病
に
感
染
し
、
枯
死
し
た
枝

や
樹
を
見
分
け
る
絶
好
の
機
会
で

あ
る
こ
と
か
ら
、見
つ
け
次
第
、せ

ん
除
や
削
り
取
り
を
実
施
す
る
。

地
域
全
体
で
菌
密
度
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
地

域
を
挙
げ
て
の
一
斉
点
検
を
実
施

し
、
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
て
頂
き

た
い
。
ま
た
、
削
り
取
り
や
せ
ん

除
に
よ
っ
て
発
生
し
た
罹
病
部
は

拾
い
集
め
て
焼
却
す
る
か
土
中
に

埋
め
る
な
ど
す
る
。

○
う
ど
ん
こ
病

前
年
の
感
染
芽（
ぼ
け
芽
）や
芽

し
ぶ
は
見
つ
け
次
第
せ
ん
除
す

る
。
重
要
防
除
期
間
は
展
葉
期
か

ら
落
花
15
日
こ
ろ
ま
で
で
、
特
に

開
花
期
前
後
の
防
除
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
黒
星
病
の
防
除
と
合
わ

せ
て
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
散
布
す

る
。

◆
り
ん
ご
の
害
虫

○
リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ

リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
は
、
枝
の
分
岐

部
や
芽
の
基
部
、
樹
皮
の
く
ぼ
み

等
に
赤
色
で
微
細
な
卵
を
産
み
付

け
越
冬
す
る
。
本
種
の
越
冬
卵
に

対
し
、
マ
シ
ン
油
乳
剤
の
50
倍
液

が
有
効
で
あ
る
た
め
、
発
芽
前
に

散
布
す
る
。

○
ナ
シ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

本
種
は
枝
や
幹
、葉
、果
実
に
寄

生
す
る
。
枝
に
び
っ
し
り
寄
生
す

る
と
枝
が
枯
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
果
実
に
寄
生
す
る
と
寄
生

部
周
辺
が
リ
ン
グ
状
に
赤
紫
色
と

な
る
。
本
種
は
近
年
増
加
傾
向
に

あ
る
た
め
、
枝
幹
部
に
寄
生
が
認

め
ら
れ
る
場
合
は
休
眠
期
に
マ
シ

ン
油
乳
剤
を
散
布
す
る
。
な
お
、

マ
シ
ン
油
を
重
複
散
布
す
る
と
薬

害
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注

意
す
る
。
ま
た
、
多
発
樹
で
は
ブ

ラ
シ
等
で
物
理
的
に
枝
幹
部
か
ら

虫
を
除
去
し
、
密
度
を
下
げ
た
上

で
散
布
す
る
。

◆
ぶ
ど
う
の
病
害

○
ブ
ド
ウ
黒
と
う
病

欧
州
系
品
種
は
本
病
に
弱
い
た

め
、
春
先
に
お
け
る
休
眠
期
防
除

の
要
点
を
紹
介
す
る
。

本
病
は
前
年
度
罹
病
し
た
病
斑

内
で
越
冬
し
、
春
先
に
水
を
得
る

と
胞
子
を
形
成
、
飛
散
し
感
染
す

る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
休
眠
期

防
除
が
重
要
で
あ
る
。
薬
剤
と
し

て
は
、デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
、石
灰

硫
黄
合
剤
が
あ
る
が
、
石
灰
硫
黄

合
剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、
晩
腐

病
対
策
と
し
て
、
べ
フ
ラ
ン
液
剤

25
ま
た
は
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
も

散
布
す
る
。
ま
た
、
結
果
母
枝
や

巻
き
ひ
げ
の
病
斑
は
３
年
程
度
伝

染
源
と
な
る
た
め
、
見
つ
け
次
第

速
や
か
に
せ
ん
除
す
る
。

○
ブ
ド
ウ
晩
腐
病

本
病
は
樹
上
で
菌
糸
の
形
で
越

冬
し
て
い
る
。
黒
と
う
病
の
防
除

も
兼
ね
休
眠
期
防
除
を
徹
底
す

る
。
薬
剤
と
し
て
は
、
デ
ラ
ン
フ

ロ
ア
ブ
ル
、
パ
ス
ポ
ー
ト
顆
粒
水

和
剤
、べ
フ
ラ
ン
液
剤
25
、ベ
ン
レ

ー
ト
水
和
剤
の
効
果
が
高
い
。
ま

た
、前
年
の
巻
き
ひ
げ
、穂
柄
等
が

伝
染
源
と
な
る
た
め
除
去
す
る
。

◆
ぶ
ど
う
の
害
虫

○
ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ

前
年
に
本
種
の
被
害
が
み
ら
れ

３
月
・
４
月
の
病
害
虫
対
策

３
月
・
４
月
の
病
害
虫
対
策

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
も
も

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
・
も
も

野
菜
・
花
き

野
菜
・
花
き

当

面

の

技

術

果
樹
試
験
場
　
技
　
師
　
　
野
澤
尭
史（
病
害
）

研
究
員
　
　
石
井
伸
洋（
虫
害
）

野
菜
花
き
試
験
場
　
技
　
師
　
藤
　
結
宇（
病
害
）

研
究
員
　
山
岸
　
希（
虫
害
）

た
園
で
は
粗
皮
削
り
を
行
い
、
白

綿
状
の
越
冬
卵
を
除
去
す
る
。
特

に
、
短
梢
栽
培
で
は
主
幹
・
主
枝

以
外
に
芽
座
の
基
部
周
辺
に
越
冬

卵
が
多
く
確
認
さ
れ
る
た
め
、
丁

寧
に
行
う
。

○
ブ
ド
ウ
サ
ビ
ダ
ニ

本
種
の
発
生
量
が
多
い
と
、
生

育
期
に
葉
表
の
葉
脈
に
沿
っ
て
葉

色
が
薄
黒
色
に
変
わ
る
。
本
種
は

成
虫
が
新
梢
の
芽
の
毛
じ
内
や
粗

皮
下
で
越
冬
す
る
。本
種
に
対
し
、

石
灰
硫
黄
合
剤
の
10
倍
液
が
有
効

で
あ
る
た
め
、
休
眠
期
に
散
布
す

る
。

◆
も
も
の
病
害

○
モ
モ
せ
ん
孔
細
菌
病

昨
年
は
、
東
北
信
地
域
に
お
い

て
発
生
が
多
か
っ
た
園
地
が
あ
っ

た
。
前
年
の
発
生
が
多
か
っ
た
場

合
は
、
越
冬
伝
染
源
量
も
多
く
な

る
こ
と
か
ら
、
今
年
も
気
を
緩
め

ず
に
対
策
を
徹
底
す
る
。

・
春
型
枝
病
斑
の
せ
ん
除

本
病
の
対
策
と
し
て
最
も
重
要

な
防
除
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
春

先
か
ら
観
察
で
き
る
春
型
枝
病
斑

は
、
枝
の
一
部
が
紫
褐
色
に
変
色

す
る
。
同
時
に
芽
枯
れ
や
花
腐
れ

症
状
を
示
す
こ
と
が
多
い
た
め
、

見
つ
け
た
ら
速
や
か
に
せ
ん
除
す

る
。
ま
た
、せ
ん
除
す
る
際
に
は
、

健
全
部
の
芽
を
２
芽
程
度
含
め
て

大
き
く
切
り
戻
す
。

春
型
枝
病
斑
の
せ
ん
除
は
手
間

が
か
か
る
も
の
の
、
一
次
伝
染
源

を
減
ら
し
、
園
地
内
の
菌
密
度
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
有
効

な
手
段
で
あ
る
た
め
、
必
ず
実
施

す
る
。

・
薬
剤
防
除

開
花
初
め
は
せ
ん
孔
細
菌
病
の

重
点
防
除
時
期
と
な
る
。
多
発
園

で
は
こ
の
時
期
に
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー

４
１
２
ま
た
は
４-

12
式
ボ
ル
ド

ー
を
必
ず
散
布
す
る
。

○
モ
モ
縮
葉
病

昨
年
は
生
育
が
前
進
し
た
こ
と

に
よ
り
散
布
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し

た
園
地
が
多
か
っ
た
。
本
病
の
防

除
は
秋
冬
期
～
発
芽
前
の
防
除
を

１
回
行
う
だ
け
で
十
分
防
除
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
枝
の
先
端
ま
で

薬
液
が
か
か
る
よ
う
に
散
布
す

る
。
散
布
す
る
日
は
無
風
の
日
を

選
び
、
散
布
ム
ラ
が
無
い
よ
う
に

す
る
。

◆
も
も
の
害
虫

○
コ
ス
カ
シ
バ

本
種
の
発
生
園
で
秋
期
防
除
を

実
施
し
て
い
な
い
場
合
は
、
開
花

期
ま
で
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア

ブ
ル
の
５
０
０
倍
液
を
地
際
部
か

ら
地
上
１
ｍ
位
ま
で
の
樹
幹
及
び

主
枝
に
散
布
す
る
。
な
お
、
樹
幹

散
布
の
使
用
回
数
は
１
回
な
の
で

注
意
す
る
。
ま
た
、
交
信
か
く
乱

剤
ス
カ
シ
バ
コ
ン
Ｌ
も
有
効
で
あ

る
た
め
、
４
月
下
旬
頃
に
10
ａ
当

た
り
50
本
を
設
置
す
る
。
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（
水
稲
・
病
害
）

イ
ネ
ば
か
苗
病
は
子
の
う
菌
類

の
カ
ビ
（
フ
ザ
リ
ウ
ム
属
菌
）に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
害
で

あ
る
。
本
病
は
、
種
子
伝
染
性
で

あ
り
、
採
種
圃
場
の
審
査
で
発
生

が
確
認
さ
れ
る
と
不
合
格
に
な
る

た
め
、
水
稲
種
子
を
生
産
す
る
上

で
最
も
重
要
な
病
害
で
あ
る
。
本

病
原
菌
の
胞
子
は
、
少
な
く
と
も

１
０
０
ｍ
程
度
は
飛
散
す
る
た

め
、
採
種
圃
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
周
辺
圃
場
を
含
め
、防
除

の
徹
底
や
徒
長
株
の
抜
き
取
り
が

重
要
で
あ
る
。

罹
病
株
は
黄
化
、
徒
長
し
、
重
症

株
は
枯
死
す
る
。
種
子
伝
染
以

外
に
わ
ら
等
の
植
物
残
渣
も
伝
染

源
と
な
る
。
枯
死
株
の
株
元
に
は
、

白
色
ま
た
は
ピ
ン
ク
色
の
粉
状
物

（
菌
叢
）
が
作
ら
れ
、
菌
叢
上
の
分

生
胞
子
が
風
雨
に
よ
っ
て
飛
散
し
、

開
花
期
以
降
に
籾
に
感
染
す
る
。

ば
か
苗
病
防
除
に
は
種
子
消
毒

が
最
も
有
効
で
あ
る
。
採
種
圃
場

【
質
問
】
水
田
の
ホ
タ
ル
イ
へ

の
効
果
的
な
防
除
方
法
を
教

え
て
下
さ
い
。

【
回
答
】

水
田
で
最
も
一
般
的
な
ホ
タ

ル
イ
は
イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ
で
、
湿
地

や
た
め
池
な
ど
で
も
生
育
し
ま

す
。
ホ
タ
ル
イ
は
株
基
部
で
越
冬

し
、
翌
春
に
萌
芽
す
る
多
年
生
で

す
が
、
水
田
で
は
殆
ど
が
種
子
で

繁
殖
し
ま
す
。
外
見
は
、
同
じ
カ

ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
多
年
生
雑
草
で

あ
る
ク
ロ
グ
ワ
イ
と
似
て
い
ま
す

が
、
ク
ロ
グ
ワ
イ
は
茎
内
部
に
隔

壁
が
あ
り
、
外
か
ら
押
す
と
プ
チ

プ
チ
と
音
が
し
ま
す
。
ホ
タ
ル
イ

は
空
洞
で
音
が
し
な
い
た
め
、
判

や
、
そ
の
周
辺
圃
場
で
は
テ
ク
リ

ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
モ
ミ
ガ
ー

ド
Ｃ
水
和
剤
等
の
効
果
の
高
い
化

学
農
薬
を
使
用
す
る
。
な
お
、
県

内
で
は
プ
ロ
ク
ロ
ラ
ズ（
ス
ポ
ル

タ
ッ
ク
ス
タ
ー
ナ
Ｓ
Ｅ
等
）
お
よ

び
ベ
ノ
ミ
ル（
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和

剤
等
）
に
対
し
て
耐
性
菌
が
発
生

お
り
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
は
十
分
な

防
除
効
果
が
得
ら
れ
な
い
の
で
使

用
し
な
い
。

イ
ネ
も
み
枯
細
菌
病（
苗
腐
敗

症
）
も
警
戒
が
必
要
な
種
子
伝
染

性
病
害
で
あ
る
。
本
菌
の
発
病
適

温
は
30
℃
以
上
と
高
温
で
あ
る
た

め
、
耕
種
的
対
策
と
し
て
催
芽
・

出
芽
温
度
を
28
℃
に
下
げ
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
。
薬
剤
防
除
は
、

種
子
消
毒
の
テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ

ア
ブ
ル
、
播
種
時
処
理
の
カ
ス
ミ

ン
剤
（
液
剤
、
粒
剤
）
の
体
系
処
理

が
有
効
で
あ
る
。

（
小
麦
・
病
害
）

コ
ム
ギ
赤
か
び
病
は
カ
ビ（
フ

ザ
リ
ウ
ム
属
菌
）
に
よ
っ
て
穂
に

別
は
比
較
的
容
易
に
行
え
ま
す
。

具
体
的
な
防
除
方
法
と
し
て

は
、
ホ
タ
ル
イ
に
対
す
る
有
効
成

分
で
あ
る
、ブ
ロ
モ
ブ
チ
ド
、ベ
ン

ゾ
ビ
シ
ク
ロ
ン
、
メ
タ
ゾ
ス
ル
フ

ロ
ン
、ジ
メ
タ
メ
ト
リ
ン
、フ
ェ
ン

キ
ノ
ト
リ
オ
ン
な
ど
を
含
有
し
た

除
草
剤
を
選
択
す
る
と
、
効
果
的

に
行
え
ま
す
。

（
農
業
試
験
場
作
物
部

　
土
屋
学
）

【
質
問
】
ハ
ウ
ス
の
果
菜
類
で

ネ
ズ
ミ
の
被
害
が
多
く
、
キ

ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
の
果
実
だ

け
で
な
く
根
の
被
害
も
あ
り

ま
す
。
殺
鼠
剤
を
使
っ
て
も

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
対
策

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

施
設
果
菜
類
の
野
ネ
ズ
ミ
対
策

と
し
て
は
①
毒
餌
法
、
②
捕
獲
法

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

毒
餌
法
の
場
合
、
薬
剤
に
よ
り

使
用
方
法
が
異
な
り
、
正
し
く
使

用
し
な
い
と
効
果
が
上
が
り
ま

せ
ん
。
代
表
的
な
薬
剤
で
あ
る

「
ヤ
ソ
ヂ
オ
ン
」
の
場
合
、
10
～
20

ｇ
の
小
袋
詰
を
野
ネ
ズ
ミ
の
穴
に

１
袋
投
入
す
る
か
、
ネ
ズ
ミ
の
通

路
に
配
置
し
ま
す
。「
ヤ
ソ
ヂ
オ

ン
」は
、１
～
２
回
程
度
食
べ
さ
せ

た
だ
け
で
は
効
果
が
無
く
、
３
～

４
回
連
続
し
て
食
べ
さ
せ
累
積
毒

に
よ
り
効
果
を
発
揮
さ
せ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、喫
食（
餌
が
無
く
な

る
）を
確
認
し
た
ら
、薬
剤
を
補
給

し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
は
、「
リ
ン

化
亜
鉛
粒
剤
」（
商
品
名「
メ
リ
ー

ネ
コ
り
ん
化
亜
鉛
」な
ど
）が
あ
り

ま
す
。
こ
の
薬
剤
は
所
定
量
を
野

ネ
ズ
ミ
の
穴
に
投
入
し
、
ネ
ズ
ミ

が
喫
食
す
る
と
胃
酸
と
混
ざ
り
毒

性
の
強
い
リ
ン
化
水
素
ガ
ス
が
発

生
し
、
中
枢
神
経
を
侵
し
呼
吸
困

膜
胞
子
が
充
満
す
る
。
農
産
物
検

査
の
基
準
と
し
て
、
発
病
粒
の
混

入
率
は
０
・
１
％
が
最
高
限
度
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
実
を
潰

す
と
海
産
物
や
干
物
を
連
想
さ
せ

る
よ
う
な
、
な
ま
ぐ
さ
い
臭
い
が

す
る
。
病
粒
が
混
入
す
る
と
収
穫

物
全
体
を
汚
染
し
、
健
全
粒
の
品

質
・
商
品
価
値
を
下
げ
る
た
め
、

経
営
上
、
影
響
の
大
き
な
病
害
で

あ
る
。

本
病
は
、
種
子
伝
染
及
び
土
壌

伝
染
す
る
た
め
自
家
採
種
種
子
の

使
用
や
連
作
に
よ
り
圃
場
内
の
菌

密
度
が
上
昇
す
る
。本
病
原
菌
は
、

発
芽
～
生
育
初
期
に
感
染
す
る
た

め
、
晩
播
に
す
る
と
出
芽
ま
で
の

期
間
が
長
く
な
り
感
染
が
助
長
さ

れ
る
。

本
病
に
は
、
種
子
消
毒
が
高
い

防
除
効
果
を
示
す
た
め
、
県
防
除

基
準
を
参
考
に
種
子
消
毒
を
実
施

す
る
。
多
発
圃
場
で
は
２
～
３
年

水
稲
や
大
麦
な
ど
、「
小
麦
以
外
の

品
目
」
へ
転
作
す
る
。
畑
地
の
場

合
、
転
作
作
物
の
栽
培
期
間
に
お

い
て
も
、
こ
ぼ
れ
種
由
来
の
罹
病

株
は
抜
き
取
り
処
分
す
る
。
自
家

採
種
を
行
わ
ず
、
汚
染
さ
れ
て
い

な
い
購
入
種
子
を
用
い
る
。
耕
起

は
プ
ラ
ウ
に
よ
る
反
転
耕
及
び
ロ

難
を
引
き
起
こ
し
て
死
亡
さ
せ
ま

す
。
こ
れ
ら
毒
餌
法
の
場
合
、
野

ネ
ズ
ミ
の
餌
が
豊
富
に
あ
る
時
期

は
喫
食
が
悪
く
、
効
果
が
低
く
な

る
点
に
留
意
し
ま
す
。
な
お
、
毒

餌
を
使
用
す
る
場
合
は
必
ず
ラ
ベ

ル
を
確
認
し
、
適
用
登
録
の
内
容

に
し
た
が
っ
て
適
正
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

捕
獲
法
に
は
、
パ
チ
ン
コ（
板
バ

ネ
式
で
挟
ん
で
捕
獲
）
や
粘
着
板

で
捕
獲
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
パ
チ
ン
コ
は
活
動
穴
近
く
に

４
～
５
日
間
連
続
し
て
仕
掛
け
ま

す
。
使
用
す
る
餌
は
被
害
が
発
生

し
て
い
る
作
物
の
果
実
な
ど
を
用

い
ま
す
。
粘
着
板
は
、
ネ
ズ
ミ
穴

が
少
な
い
時
期
で
あ
る
夏
期
の
捕

獲
に
有
効
で
、
施
設
内
の
野
ネ
ズ

ミ
の
通
路
と
思
わ
れ
る
場
所
に
設

置
し
ま
す
。
粘
着
板
に
誘
引
さ
せ

る
た
め
、
板
の
中
央
部
に
野
ネ
ズ

ミ
が
好
み
そ
う
な
餌
を
複
数
個
置

く
こ
と
で
、捕
獲
率
が
向
上
し
ま
す
。

野
ネ
ズ
ミ
の
防
除
効
果
を
高
め

る
に
は
、
今
回
紹
介
し
ま
し
た
毒

餌
法
と
捕
獲
法
の
両
者
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ま

す
。
ネ
ズ
ミ
の
被
害
に
お
困
り
の

場
合
は
、
参
考
に
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
野
菜
花
き
試
験
場

　
木
下
義
明
）

ー
タ
リ
ー
に
よ
る
な
る
べ
く
深
い

耕
起
を
行
う
こ
と
で
、
地
表
面
の

胞
子
が
深
く
埋
没
し
、
発
芽
時
に

種
子
の
周
り
の
菌
密
度
を
下
が

り
、発
病
リ
ス
ク
は
低
減
す
る
。

（
水
稲
・
虫
害
）

育
苗
期
に
注
意
を
要
す
る
害
虫

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
育

苗
中
に
予
期
せ
ぬ
害
虫
被
害
に
遭

遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

に
イ
ネ
ア
オ
ム
シ（
フ
タ
オ
ビ
コ

ヤ
ガ
）
に
よ
る
食
害
が
あ
る
。
イ

ネ
ア
オ
ム
シ
は
北
信
地
域
で
は
５

月
下
旬
頃
に
発
生
し
た
越
冬
世
代

成
虫
が
育
苗
中
の
苗
に
産
卵
す
る

場
合
が
あ
る
。
多
発
す
る
と
孵
化

し
た
幼
虫
に
よ
る
食
害
を
被
る
た

め
、
露
地
で
の
育
苗
で
は
注
意
を

要
す
る
。
対
策
と
し
て
、
苗
代
を

寒
冷
紗
や
防
虫
ネ
ッ
ト
で
被
覆
す

る
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、
こ
れ
に

は
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
が
媒
介
す

る
黄
萎
病
や
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
が

媒
介
す
る
縞
葉
枯
病
の
苗
代
感
染

を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
。

移
植
後
の
生
育
初
期
は
、
イ
ネ

ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
、
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ

ム
シ
が
主
な
防
除
対
象
と
な
る

が
、苗
箱
施
薬
剤
が
有
効
で
あ
り
、

近
年
は
被
害
が
問
題
と
な
る
こ
と

が
少
な
い
。

注
意
す
べ
き
害
虫
と
し
て
ヒ
メ

ト
ビ
ウ
ン
カ
が
あ
る
。
近
年
、
西

日
本
や
関
東
地
方
の
一
部
で
は
、

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
が
媒
介
す
る

イ
ネ
縞
葉
枯
病
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

県
に
お
い
て
は
１
９
７
０
年
代
以

降
、
イ
ネ
縞
葉
枯
病
は
ほ
ぼ
み
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
平
成
30
年
に
東

信
地
域
の
一
部
で
発
生
が
確
認
さ

れ
て
以
降
、
現
在
も
発
生
が
継
続

し
て
い
る
。
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
は

幼
虫
が
麦
や
イ
ネ
科
雑
草
で
越
冬

し
、
麦
で
発
生
し
た
第
１
世
代
成

虫
が
水
田
に
飛
来
す
る
。
縞
葉
枯

病
ウ
イ
ル
ス
は
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ

に
経
卵
伝
染
し
、第
１
、第
２
世
代

の
保
毒
虫
が
移
植
期
か
ら
分
げ
つ

期
の
イ
ネ
に
ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ

せ
る
。
防
除
対
策
と
し
て
は
、
ウ

ン
カ
類
に
効
果
の
高
い
苗
箱
施
薬

剤
が
有
効
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
の
越
冬
量
を
減

ら
す
た
め
、
越
冬
場
所
と
な
る
休

耕
田
の
秋
耕
、
畦
畔
雑
草
の
草
刈

り
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
麦
類
作
付
圃
場
は
第
１
世

代
幼
虫
の
生
息
地
と
な
る
場
合
が

多
い
。
麦
類
作
付
地
域
で
は
イ
ネ

縞
葉
枯
病
の
発
生
動
向
に
特
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

総
会
に
先
立
ち
、
殺
鼠
剤
専
門

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
大
丸
合
成
薬

品
株
式
会
社（
長
野
市
松
代
町
豊

栄
）
品
質
管
理
部
長
の
松
下
明
文

氏
に
よ
る「
殺
鼠
剤
に
つ
い
て
」と

題
し
て
、自
社
製
品
の「
ラ
ッ
ト
シ

ー
ド
Ｆ
」（
令
和
２
年
10
月
28
日
農

薬
登
録
）
を
主
と
し
た
解
り
や
す

い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ラ
ッ
ト
シ
ー
ド
Ｆ
」
の
特
長

は
、
①
と
に
か
く
よ
く
食
い
つ
く

こ
と
②
全
農
地
、
倉
庫（
納
屋
）
で

使
え
る
こ
と
③
普
通
物
で
あ
り
取

扱
い
と
安
全
性
に
優
れ
て
い
る
こ

と
等
で
す
。
地
元
長
野
県
の
農
家

の
ご
協
力
の
も
と
、
効
果
試
験
を

重
ね
て
生
ま
れ
た
製
品
で
す
。

引
き
続
き
総
会
が
開
催
さ
れ
、

令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
、
令
和
６
年
度
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
等
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

農
薬
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
総
会
開
催
さ
れ
る

（
一
社
）日
本
植
物
防
疫
協
会
主

催
の
研
修
を
終
了
し
た
者
で
組
織

す
る
長
野
県
農
薬
安
全
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
協
会（
会
長
　
廣
田
圭

亮

：

会
員
数
77
名
）
の
平
成
６
年

度（
第
45
回
）総
会
が
１
月
24
日
に

長
野
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
病
す
る
病
害
で
、
減
収
の
要
因

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
病
原
菌
が

人
畜
に
対
す
る
毒
素（
マ
イ
コ
ト

キ
シ
ン
）
を
産
生
す
る
小
麦
の
重

要
病
害
で
あ
る
。
農
産
物
検
査
法

等
に
よ
り
赤
か
び
粒
の
混
入
や
毒

素
の
残
留
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て

い
る
た
め
、
常
に
発
生
を
警
戒
す

る
必
要
が
あ
る
。

昨
年
、
一
部
の
地
域
で
は
販

売
・
流
通
上
の
問
題
と
な
る
よ
う

な
被
害
が
発
生
し
た
。
本
病
は
開

花
期
以
降
の
高
温
多
雨
条
件
で
発

病
が
助
長
さ
れ
、
昨
年
は
５
月
下

旬
、
６
月
上
中
旬
に
感
染
に
好
適

な
条
件
が
複
数
回
観
測
さ
れ
た
。

播
種
期
の
遅
か
っ
た
圃
場
、
凍
霜

害
を
受
け
た
圃
場
で
は
５
月
中
旬

以
降
に
開
花
期
と
な
っ
た
た
め
、

感
染
好
適
条
件
の
影
響
を
受
け
た

と
考
え
ら
れ
る
。
防
除
対
策
は
県

防
除
基
準
を
参
考
に
開
花
期
に
薬

剤
散
布
を
行
う
。

コ
ム
ギ
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
は
近

年
ほ
と
ん
ど
発
生
し
て
い
な
か
っ

た
が
、
昨
年
は
一
部
の
地
域
で
多

発
圃
場
が
確
認
さ
れ
た
。
本
病
は

カ
ビ（
テ
ィ
レ
テ
ィ
ア
属
菌
）
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
発
病
穂

は
健
全
穂
よ
り
短
稈
と
な
り
、
小

穂
が
開
き
、
子
実
の
中
に
黒
い
厚

３
月
か
ら
６
月
の
病
害
虫
対
策

水
稲
・
小
麦

水
稲
・
小
麦

農
業
試
験
場
　
技
　
師
　
島
上
卓
也（
病
害
）

研
究
員
　
阿
曾
和
基（
虫
害
）

６３

郵便はがき

日本郵便

質
問に

答えて

ト

ピ

ッ

ク

殺虫剤 チョウ目・ハムシ専門剤

農林水産省登録 第２４４２２号

殺虫剤 チョウ目・ハムシ専門剤

想像を
超える
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令
和
６
年
長
野
県
農
作
物
病
害

虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
主
な
改
正

点
は
、
県
農
業
関
係
試
験
場
の
新

し
く
普
及
に
移
す
農
業
技
術
と
な

っ
た
農
薬
の
追
加
、
登
録
失
効
な

ど
に
伴
う
削
除
、
防
除
技
術
の
追

加
、
修
正
な
ど
で
あ
る
。

１
．
病
害
虫
防
除

⑴
水
稲

①
追
加
、削
除
さ
れ
た
主
な
農
薬

以
下
の
農
薬
を
追
加
し
た
。

・
プ
ロ
ベ
ナ
ゾ
ー
ル
含
有
箱
粒
剤

（
16
％
）【
Ｃ
ｓ
オ
リ
ゼ
等
】

・
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
顆
粒
水
和
剤

・
メ
ト
ミ
ノ
ス
ト
ロ
ビ
ン
含
有
粒

剤
（
４
％
）【
イ
モ
チ
エ
ー
ス
】

登
録
が
失
効
し
た
以
下
の
農
薬

を
削
除
し
た
。

・
ア
チ
ー
ブ
粉
剤
Ｄ
Ｌ

・
キ
タ
ジ
ン
Ｐ
粒
剤

・
フ
ジ
ワ
ン
粉
剤
Ｄ
Ｌ

・
Ｍ
Ｒ

．
ジ
ョ
ー
カ
ー
粉
剤
Ｄ
Ｌ

・
ス
ミ
バ
ッ
サ
粉
剤
20
Ｄ
Ｌ

・
ス
ミ
バ
ッ
サ
乳
剤
75

薬
剤
耐
性
イ
ネ
い
も
ち
病
菌
の

出
現
に
よ
り
以
下
の
農
薬
を
削
除

し
た
。

・
ト
リ
フ
ミ
ン
乳
剤

②
追
加
さ
れ
た
防
除
技
術

【
種
子
～
育
苗
期
】

・
イ
ネ
い
も
ち
病
（
葉
い
も
ち
）防

除
に
プ
ロ
ベ
ナ
ゾ
ー
ル
16
％
含
有

苗
箱
施
薬
剤
（
Ｃ
ｓ

．
オ
リ
ゼ
パ

デ
ィ
ー
ト
箱
粒
剤
、
Ｃ
ｓ

．
オ
リ

ゼ
リ
デ
ィ
ア
箱
粒
剤
、
Ｃ
ｓ

．
オ

リ
ゼ
リ
デ
ィ
ア
Ｅ
Ｖ
箱
粒
剤
）
を

移
植
当
日
に
育
苗
箱
当
た
り
50
ｇ

を
均
一
に
処
理
す
る
。

常
習
発
生
地
や
８
月
上
旬
に
上

位
葉
に
葉
い
も
ち
の
発
生
が
認
め

ら
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
発
生
予

察
に
よ
り
穂
い
も
ち
の
多
発
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
は
穂
い
も
ち
防

除
を
必
ず
行
う
。
穂
い
も
ち
の
防

除
要
否
判
定
は
、「
イ
ネ
い
も
ち
病

（
穂
い
も
ち
）
の
防
除
要
否
の
判
断

を
支
援
す
る
た
め
の
目
安（
平
成

26
年
第
２
回
試
行
技
術
）
」
を
参

考
に
す
る
。

【
移
植
時
】

い
も
ち
病
防
除
に
オ
リ
ゼ
メ
ー

ト
顆
粒
水
和
剤
を
10
ａ
あ
た
り

５
０
０
ｇ
に
な
る
よ
う
に
ペ
ー
ス

ト
肥
料
に
混
合
し
て
側
条
施
用
す

る
。（
漏
水
田
で
は
使
用
し
な
い
。

ま
た
移
植
後
は
活
着
す
る
ま
で
湛

水
状
態
に
保
つ
。

⑵
麦
類

①
追
加
、削
除
さ
れ
た
主
な
農
薬

以
下
の
農
薬
を
追
加
し
た
。

・
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

・
コ
ロ
ナ
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
サ
ル
フ
ァ
ー
ゾ
ル

・
シ
ー
ド
ラ
ッ
ク
水
和
剤

・
ミ
ラ
ビ
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

⑶
と
う
も
ろ
こ
し（
ス
イ
ー
ト
コ

ー
ン
を
含
む
）

①
追
加
さ
れ
た
主
な
農
薬

以
下
の
農
薬
を
追
加
し
た
。

・
オ
ル
ト
ラ
ン
水
和
剤

・
ベ
ネ
ビ
ア
Ｏ
Ｄ

⑷
だ
い
ず

①
追
加
さ
れ
た
主
な
農
薬

以
下
の
農
薬
を
追
加
し
た
。

・
グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤

⑸
あ
ず
き

①
追
加
、削
除
さ
れ
た
主
な
農
薬

参
考
農
薬
と
し
て
以
下
の
農
薬

を
追
加
し
た
。

・
ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤

・
ト
レ
ボ
ン
乳
剤

登
録
が
失
効
し
た
以
下
の
農
薬

を
削
除
し
た
。

・
マ
ラ
ソ
ン
粉
剤
１
・
５

２
．
雑
草
防
除

⑴
水
稲

①
追
加
、削
除
さ
れ
た
主
な
農
薬

以
下
の
除
草
剤
を
追
加
し
た
。

・
ア
カ
ツ
キ
１
キ
ロ
粒
剤

・
イ
ネ
リ
ー
グ
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ク
サ
ウ
エ
ポ
ン
１
キ
ロ
粒
剤

・
ク
サ
ウ
エ
ポ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

・
サ
キ
ガ
ケ
楽
粒

・
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
Ｇ
Ｏ
ジ
ャ
ン
ボ

・
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ドＧ

Ｏ
４
０
０
Ｆ
Ｇ

・
ジ
ャ
イ
ロ
フ
ロ
ア
ブ
ル

・
ジ
ャ
ス
タ
１
キ
ロ
粒
剤

・
ジ
ャ
ス
タ
ジ
ャ
ン
ボ

・
ツ
イ
ゲ
キ
豆
つ
ぶ
２
５
０

・
粒
状
石
灰
窒
素
55

登
録
が
失
効
し
た
以
下
の
農
薬

を
削
除
し
た
。

・
キ
ル
ク
サ
１
キ
ロ
粒
剤

・
ク
サ
ト
リ
ー
Ｂ
Ｓ
Ｘ

フ
ロ
ア
ブ
ル
Ｌ

・
ク
サ
フ
ァ
イ
タ
ー
１
キ
ロ
粒
剤

・
ク
ミ
ス
タ
ー
豆
つ
ぶ

・
ク
ミ
メ
ー
ト
Ｓ
Ｍ
１
キ
ロ
粒
剤

・
シ
リ
ウ
ス
タ
ー
ボ
ジ
ャ
ン
ボ

・
ダ
ブ
ル
ス
タ
ー
Ｓ
Ｂ
顆
粒

・
タ
ン
ボ
エ
ー
ス
ジ
ャ
ン
ボ

・
ナ
ギ
ナ
タ
１
キ
ロ
粒
剤

・
ビ
ッ
グ
シ
ュ
ア
エ
ー
ス
１
キ
ロ

粒
剤

・
ポ
ッ
シ
ブ
ル
１
キ
ロ
粒
剤

②
追
加
さ
れ
た
防
除
技
術

【
移
植
水
稲
の
初
中
期
除
草
剤
】

・
ア
カ
ツ
キ
１
キ
ロ
粒
剤
を
移
植

直
後
～
ノ
ビ
エ
３
葉
期（
但
し
、移

植
後
60
日
ま
で
）
ま
で
に
処
理
す

る
。
ノ
ビ
エ
な
ど
の
一
年
生
雑
草

に
有
効
で
あ
る
。

・
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
Ｇ
Ｏ
ジ
ャ
ン

ボ
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
Ｇ
Ｏ
４
０
０

Ｆ
Ｇ
を
移
植
直
後
～
ノ
ビ
エ
２
・

５
葉
期（
但
し
、
移
植
後
30
日
ま

で
）
ま
で
に
処
理
す
る
。
ノ
ビ
エ

な
ど
の
一
年
生
雑
草
に
有
効
で
あ

る
。

・
ジ
ャ
イ
ロ
フ
ロ
ア
ブ
ル
、
イ
ネ

リ
ー
グ
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
移
植
直
後

～
ノ
ビ
エ
３
葉
期（
但
し
、移
植
後

30
日
ま
で
）
ま
で
に
処
理
す
る
。

ノ
ビ
エ
な
ど
の
一
年
生
雑
草
に
対

し
て
有
効
で
あ
る
。

・
ク
サ
ウ
エ
ポ
ン
１
キ
ロ
粒
剤
、

ジ
ャ
ス
タ
１
キ
ロ
粒
剤
、
サ
キ
ガ

ケ
楽
粒
を
移
植
直
後
～
ノ
ビ
エ

３
・
５
葉
期（
但
し
、
移
植
後
30
日

ま
で
）
ま
で
に
処
理
す
る
。
ノ
ビ

エ
な
ど
の
一
年
生
雑
草
及
び
オ
モ

ダ
カ
に
対
し
有
効
で
あ
る
。

・
ク
サ
ウ
エ
ポ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
、
ジ

ャ
ス
タ
ジ
ャ
ン
ボ
を
移
植
後
１
日

～
ノ
ビ
エ
３
葉
期（
但
し
、移
植
後

30
日
ま
で
）
ま
で
に
処
理
す
る
。

ノ
ビ
エ
な
ど
の
一
年
生
雑
草
及
び

オ
モ
ダ
カ
に
対
し
有
効
で
あ
る
。

【
移
植
水
稲
の
中
期
除
草
剤
】

孫
宇
宙
・
・
・
と
言
っ
た
具
合
に

宇
宙
が
生
ま
れ
続
け
る（
永
久
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
）ら
し
い（
諸
説

あ
り
）。
多
元
宇
宙
論
は
マ
ル
チ

バ
ー
ス
と
も
言
わ
れ
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
が
大
好
き
な
設
定
で
あ
る

が
、
時
間
軸
や
空
間
軸
や
素
粒
子

の
性
質
も
異
な
る
宇
宙
間
で
相
互

干
渉
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
な

い
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
等
で
よ
く

あ
る
、
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
の
大

集
合
や
異
世
界
か
ら
の
訪
問
な
ど

あ
り
得
な
い
。

都
合
が
よ
い
と
言
え
ば
、
人
類

の
存
在
も
か
な
り
珍
し
い
。
恒
星

と
惑
星
の
大
き
さ
や
位
置
関
係
、

自
転
・
公
転
周
期
、
衛
星
の
存
在

な
ど
、
か
な
り
の
偶
然
と
生
物
の

進
化
を
伴
わ
な
い
と
知
的
生
命
体

は
生
ま
れ
な
い
。
以
下
は
筆
者
の

勝
手
な
想
像
だ
が
、
銀
河
系
内
に

お
い
て
は
生
物
が
発
生
す
る
惑
星

は
山
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
が
、（
星
間

交
信
可
能
な
）
知
的
生
命
体
が
存

在
す
る
惑
星
は
、
同
時
期
に
は
良

く
て
数
個
程
度
で
あ
ろ
う
。
宇
宙

は
驚
く
ほ
ど
ス
カ
ス
カ（
星
が
離

壮
大
な
話
し

宇
宙
に
つ
い
て
調
べ
た
り
想
像

す
る
こ
と
が
割
と
好
き
だ
。
現
宇

宙
は
約
１
３
８
億
年
前
に「
無
」か

ら
生
じ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

後
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
経
て
、
誕
生
後

約
38
万
年
で
原
子
が
誕
生
し（
宇

宙
の
晴
れ
上
が
り
）、約
３
億
年
で

星
が
出
来
、
以
後
離
合
集
散
等
を

経
て
今
日
に
至
る
こ
と
は
多
く
の

人
の
知
る
と
こ
ろ
。
想
像
し
が
た

い
が
、「
無
」
は
時
間
も
空
間
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
な
く
、
何
も
な
い
と

い
う
概
念
も「
無
い
」の
で
宇
宙
創

成
以
前
を
考
え
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ

意
味
が
無
い（
よ
う
だ
）。

現
宇
宙
は
、
あ
ま
り
に
も
都
合

よ
く
で
き
て
い
る
ら
し
い
。
適
度

な
物
質
の
質
、
量
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
あ
り
、
生
命
が
生
じ
得
る
。
そ

れ
は
現
宇
宙
の
素
粒
子
の
性
質
が

そ
う
さ
せ
て
い
る
ら
し
く
、
素
粒

子
の
性
質
が
わ
ず
か
に
異
な
る
と

全
く
異
な
っ
た
宇
宙
、
た
と
え
ば

電
磁
波
だ
け
の
宇
宙
と
か
、
水
素

し
か
な
い
宇
宙
も
あ
り
得
る
。
宇

宙
が
と
り
得
る
物
理
法
則
的
に

は
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
10
の

５
０
０
乗
種
以
上
の
宇
宙
が
考
え

ら
れ
る
。
親
宇
宙
か
ら
子
宇
宙
、

日
本
農
薬
株
式
会
社

「
フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
」

平
素
は
弊
社
の
製
品
を
ご
愛
顧

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
回
は「
信
州
の
農
業
」

の
紙
面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し

て
、当
社
の
Ｂ
Ｓ（
バ
イ
オ
ス
テ
ィ

ミ
ュ
ラ
ン
ト
）
資
材
で
あ
り
ま
す

「
フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
」と
い
う
凍

霜
害
防
止
資
材
の
特
長
な
ど
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
と
は
】

ま
ず
始
め
に
、
フ
ロ
ス
ト
バ
ス

タ
ー
と
は
ど
う
い
っ
た
資
材
な
の

か
を
説
明
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
は
、

関
西
大
学

化
学
生
命
工
学
部
・

生
物
工
学
化
発
祥
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
発
見
し
た
コ
ー
ヒ
ー
由
来

成
分
の
凍
霜
害
の
リ
ス
ク
を
下
げ

る
資
材
で
、
生
命
科
学
の
専
門
家

れ
す
ぎ
て
い
る
）な
の
で
、い
わ
ゆ

る
宇
宙
人
と
の
遭
遇
は
永
久
に
な

い
と
み
て
い
い
。
ワ
ー
プ
航
法
や

ジ
ャ
ン
プ
航
法
は
Ｓ
Ｆ
だ
け
の

話
。
私
的
に
少
し
残
念
な
の
は
宇

宙
が
加
速
膨
張
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
銀
河
団
同
士
の
移
動
速
度

は
す
で
に
光
速
を
超
え
て
お
り
、

ど
ん
な
に
技
術
が
発
達
し
て
も
、

別
の
銀
河
団
に
は
行
け
な
い
こ
と

が
現
時
点
で
確
定
し
て
い
る
。
加

速
膨
張
の
結
果
、
い
ず
れ
銀
河
系

以
外
は
観
測
で
き
な
く
な
る
。

宇
宙
で
は
ま
れ
な
存
在
で
あ

り
、
十
分
進
化
し
た
は
ず
の
人
類

だ
が
、
生
物
と
し
て
の
本
能
な
の

か
領
土
拡
大
を
企
図
す
る
人（
国
）

も
あ
る
。
人
類
は
ま
だ
ま
だ
未
熟

な
よ
う
だ
。
つ
ら
い
報
道
が
多
い

世
の
中
、
宇
宙
の
こ
と
を
調
べ
て

現
実
逃
避
す
る
の
も
悪
く
な
い
と

考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
し
た
。

（
ｍ
ｏ
ｋ
ａ
）

が
研
究
し
、
商
品
化
さ
れ
て
い
る

も
の
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
は
公
的
機
関

の
試
験
事
例
を
持
っ
て
い
る
資
材

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
果
樹
の
大
産
地
で

あ
る
長
野
県
で
春
先
の
凍
霜
害

が
続
い
て
お
り
、
特
に
昨
年
４
月

以
降
の
凍
霜
害
に
よ
る
被
害
額
は

23
億
３
２
０
０
万
円
に
も
上
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
設
備（
フ

ァ
ン
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）
が
市

販
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
不
織
布
を

掛
け
る
、
ま
た
夜
を
徹
し
て
焚
火

を
す
る
な
ど
の
対
策
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
設
備

に
か
か
る
費
用
や
効
果
、
労
働
生

産
性
の
問
題
も
あ
り
、
ど
れ
も
凍

霜
害
に
対
す
る
決
定
打
と
い
え
る

も
の
は
な
い
の
が
現
状
で
す
。
比

較
的
安
価
で
効
果
の
高
い
防
霜
資

材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、
フ
ロ

ス
ト
バ
ス
タ
ー
が
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

い
て
い
る
中
で
、
日
本
農
薬
は
生

産
者
の
皆
様
の
安
定
的
な
農
作
物

生
産
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
の
成
分
】

先
ほ
ど
も
書
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
は
コ

ー
ヒ
ー
粕
抽
出
物
に
特
殊
な
加
工

を
加
え
た
製
品
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ヒ
ー
抽
出
物
の
中
の
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
効
果
を
発
揮

し
、
凍
霜
害
の
リ
ス
ク
を
抑
え
ま

す
。
こ
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
過

冷
却
促
進
活
性
を
示
し
、
低
温
に

な
っ
て
も
水
分
を
凍
結
さ
せ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
は
氷
が
で
き
る
原
因
と
な
っ
て

し
ま
う
ほ
こ
り
な
ど
を
覆
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
氷
の
原
因
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
効
果
も
示
し
ま

す
。
使
い
方
は
、
普
段
使
っ
て
頂

い
て
い
る
農
薬
と
同
じ
よ
う
に
、

５
０
０
倍
で
希
釈
し
て
い
た
だ

き
、
散
布
す
る
と
い
っ
た
形
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
液
剤
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ

ヤ
ー
な
ど
の
散
布
機
に
汚
れ
は
残

り
ま
せ
ん
。

【
フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
の
上
手
な

使
い
方
】

フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
を
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
凍
霜
害
か
ら
守
る

た
め
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

点
が
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は

低
温
予
報
の
前
日
に
散
布
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
低
温

時
に
散
布
液
が
乾
い
て
い
る
こ
と

が
効
果
を
発
揮
す
る
前
提
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
２
つ
目
は
先
ほ
ど

も
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
散

布
液
が
乾
く
ま
で
の
時
間
を
確
保

す
る
た
め
に
、
夕
方
以
降
の
散
布

は
避
け
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
３
つ
目
は
１
製
品
当
た

り
20
ａ
を
目
安
に
散
布
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
薬
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す

が
、
作
物
全
体
が
充
分
に
塗
れ
る

よ
う
に
均
一
散
布
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
最
後
に
】

日
本
農
薬
は
Ｂ
Ｓ
資
材
の
普

及
・
販
売
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
の
特

設

ペ

ー

ジ（h
ttp

s
:/
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w

w
w

.

n
ic

h
in

o
.c

o
.jp

/
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）
も

ご
ざ
い
ま
す
。
関
連
記
事
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
一
度
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
果
樹

の
大
生
産
地
で
あ
る
長
野
県
の
た

め
に
、今
後
も
農
薬
だ
け
で
な
く
、

フ
ロ
ス
ト
バ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
Ｂ

Ｓ
資
材
と
共
に
信
州
の
農
業
を
盛

り
上
げ
、
作
物
の
安
定
的
な
生
産

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
引
き
続
き

製
品
開
発
・
普
及
販
売
に
尽
力
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

我が社我が社

自慢の自慢の
製品製品

病
害
虫
防
除
所
　
中
南
信
担
当
　
主
任
　
内
田
英
史

病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
解
説

病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準
の
解
説

水
稲
・
普
通
作
物

水
稲
・
普
通
作
物

・
ツ
イ
ゲ
キ
豆
つ
ぶ
２
５
０
を
移

植
後
14
日（
稲
５
葉
期
以
降
）
～

ノ
ビ
エ
４
葉
期（
但
し
、収
穫
60
日

前
ま
で
）
に
処
理
す
る
。
ノ
ビ
エ

な
ど
の
一
年
生
雑
草
に
有
効
で
あ

る
。

【
水
稲
刈
り
取
り
後
の
除
草
剤
】

・
粒
状
石
灰
窒
素
55
を
水
田
作
物

刈
取
後
に
散
布
す
る
。
土
壌
表
面

の
雑
草
イ
ネ
を
死
滅
さ
せ
る
の
に

有
効
で
あ
る
。

追
加
し
た
除
草
剤
は
そ
れ
ぞ
れ

の
除
草
体
系
、
除
草
剤
の
使
用
方

法
に
記
載
し
た
。

な
お
、
今
回
は
農
薬
個
々
の
登

録
内
容
に
つ
い
て
は
掲
載
を
割
愛

し
た
。
農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
、
最
新
の
登
録
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

凍凍霜霜害害ののリリススククをを下下げげるるココーーヒヒーー由由来来のの天天然然抽抽出出物物がが
長長野野県県のの果果樹樹をを守守りりまますす！！

https://www.nichino.co.jp/products/frostbuster_index.html
フフロロスストトババススタターー特特設設ペペーージジははここちちららかからら！！
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